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▼
み
な
さ
ん
、

年
末
年
始
は
ど

の
よ
う
に
過
ご

さ
れ
た
で
し
ょ

う
か
。
今
年
は

帰
省
や
初
詣
も
ま
ま
な
ら

ず
、
家
に
こ
も
る
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
年
こ
そ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
終

息
さ
せ
、
明
る
い
年
に
し
た

い
も
の
で
す
▼
い
ま
、「
貧

富
の
格
差
の
世
界
的
規
模
で

の
拡
大
」「
地
球
的
規
模
で

様
々
な
災
厄
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
る
気
候
変
動
」と
い
う
、

資
本
主
義
の
矛
盾
が
激
化
し

て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
危
機
は
、

資
本
主
義
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
「
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
い

の
か
」
と
い
う
重
大
な
問
い

を
突
き
つ
け
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
▼
ア
メ
リ

カ
で
は
、
特
に
若
い
世
代
で

「
社
会
主
義
」
に
希
望
を
託

す
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
日
本
で
も
、

労
働
苦
、
格
差
拡
大
、
高
学

費
、
環
境
問
題
な
ど
、
息
苦

し
く
希
望
が
見
え
な
い
社
会

の
根
源
に
は
、「
利
潤
第
一

主
義
」
の
資
本
主
義
の
矛
盾

が
あ
り
ま
す
。
根
本
的
な
解

決
の
道
は
社
会
主
義
に
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
資
本
主
義

の
枠
内
で
、
そ
の
解
決
の
た

め
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
▼
今
年

は
、
総
選
挙
と
都
議
選
が
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
も

無
為
無
策
の
菅
政
権
を
退
陣

さ
せ
、
政
権
交
代
と
野
党
連

合
政
権
の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

あ
さ
の
①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
補

正
予
算
も
組
ん
で
緊
急
の
対
策

を
図
る
と
と
も
に
、
感
染
防
止

と
収
束
に
向
け
た
対
策
、
命
と

健
康
、
暮
ら
し
や
営
業
を
守
る

施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
と

し
て
、「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の

抜
本
的
な
拡
充
」「
保
健
所
の

体
制
強
化
」「
医
療
機
関
へ
の

支
援
」「
雇
用
調
整
助
成
金
や

住
宅
確
保
給
付
金
な
ど
の
期
間

延
長
や
給
付
拡
充
を
国
に
働
き

か
け
る
こ
と
」
な
ど
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
守
る
重
点
要
望
で

は
、「
国
民
健
康
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
及

び
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
」

「
多
様
な
公
的
住
宅
の
提
供
と

家
賃
助
成
制
度
の
創
設
」「
学

校
給
食
費
の
無
料
化
や
、
就

学
援
助
の
所
得
基
準
の
緩
和
」

「
立
花
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
存
続
」

「
旧
向
島
中
学
校
の
早
期
解
体
」

「
こ
の
間
の
地
震
や
台
風
被
害

を
教
訓
に
し
た
防
災
対
策
の
抜

本
的
強
化
」
な
ど
を
求
め
て
い

ま
す
。◇　

　

◇　
　

◇

　

党
区
議
団
は
、「
コ
ロ
ナ
危

機
は
、
財
政
効
率
優
先
で
『
自

己
責
任
』
を
押
し
付
け
る
新

自
由
主
義
的
な
政
策
に
よ
る

政
治
、
行
政
、
社
会
の
歪
み
と

脆
弱
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

る
」
と
述
べ
、「
命
と
健
康
を

守
る
ケ
ア
に
手
厚
い
区
政
へ
と

転
換
を
図
る
こ
と
、『
国
際
観

光
都
市
』
づ
く
り
優
先
か
ら
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
基

づ
く
『
内
発
型
』『
地
域
循
環

型
』
の
産
業
振
興
へ
と
再
転
換

を
図
る
こ
と
が
必
要
」と
強
調
。

　

区
長
は
、「
ケ
ア
に
手
厚
い

区
政
な
ど
は
、
同
じ
思
い
も
あ

る
」
な
ど
と
応
え
ま
し
た
。

繁
華
街
な
ど
感
染
者
を
つ
か

と
し
て
も
実
態
把
握
に
努
め
、

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。
医

療
従
事
者
に
奨
励
金
を
支
給
す

る
こ
と
。
④
暮
ら
し
と
営
業
を

守
る
た
め
、
国
の
助
成
金
・
給

付
金
な
ど
の
期
間
延
長
や
拡
充

を
求
め
、
区
独
自
の
対
策
を
抜

本
的
に
拡
充
す
べ
き
。

区
長

①
店
舗
ご
と
の
集
団

検
査
や
地
域
を
特
定
し
た
検
査

を
検
討
し
て
い
る
。
②
ク
ラ
ス

タ
ー
の
予
兆
を
探
知
し
、
早
期

に
集
団
検
査
を
行
う
。
③
医
師

会
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
支
援

金
を
給
付
し
て
い
る
。
医
療
従

事
者
へ
奨
励
金
の
支
給
は
考
え

て
い
な
い
。
④
区
長
会
な
ど
を

通
じ
て
働
き
か
け
る
。
区
独
自

の
産
業
支
援
や
生
活
保
護
の
相

談
拡
充
も
検
討
す
る
。

め
る
べ
き
。

区
長
①
指
定
管
理
者
制
度
や

民
間
活
力
の
活
用
を
図
る
。
②

一
層
の
行
革
を
推
進
し
て
い

　

日
本
共
産
党
墨
田
区
議
団
は
12
月
１
日
、「
２
０
２

１
年
度
墨
田
区
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
書
」を
山
本

亨
区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
要
望
書
は
、区
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
生
活
相
談
活
動
、各
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
要
求
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」26
項
目
、「
区
民
の
暮
ら
し
を

ま
も
り
、負
担
軽
減
を
図
る
重
点
要
望
」33
項
目
な
ど
、

全
部
で
２
３
０
項
目
の
要
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
・
医
療
機
関
へ
の
支
援
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
全
力
を

｜

あ
さ
の
清
美
区
議
が
代
表
質
問｜

命
と
暮
ら
し
を
守
る
予
算
編
成
を

あ
さ
の

①
医
療
、
介
護
、
障

害
福
祉
、
保
育
施
設
な
ど
は

指
定
管
理
制
度
の
導
入
を
見
直

し
、
区
の
直
営
と
し
て
、
命
と

健
康
を
守
る
ケ
ア
に
手
厚
い
区

政
に
転
換
す
べ
き
。
②
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
や
集
会
所
が
廃

止
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
ゆ
と
り
あ
る
施
設
整
備
が
求

め
ら
れ
る
。
区
施
設
の
面
積
を

15
％
削
減
す
る
計
画
は
見
直
す

べ
き
。
③
暮
ら
し
を
守
る
た
め

歳
入
確
保
が
重
要
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
収
入
は
北
斎
美
術
館
の

特
定
財
源
と
せ
ず
活
用
を
。
国

際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

貸
付
金
約
14
億
円
の
返
還
を
求

年
度
予
算
要
望
書
を
区
に
提
出
＝
党
区
議
団
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⬆
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奮
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ö

あ
さ
の
①
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
待
機
者
の

多
い
特
養
ホ
ー
ム
や
都
市
型
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
推
進

す
べ
き
。
②
国
庫
負
担
の
引
き

上
げ
を
求
め
、
区
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
も
行
い
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
べ
き
。
③
認
知

症
に
な
っ
て
も
、
本
人
の
意
思

や
感
情
は
豊
か
に
備
わ
っ
て
い

る
。
事
前
に
希
望
を
聞
い
て
お

く
な
ど
の
方
策
を
。
ま
た
、
認

知
症
予
防
の
観
点
か
ら
も
補
聴

器
の
利
用
促
進
や
補
聴
器
助
成

を
拡
充
す
べ
き
。

特
養
ホ
ー
ム
・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を

区
長　

①
特
養
ホ
ー
ム
は
、

待
機
者
数
の
見
込
み
等
を
勘

案
し
、
今
後
の
整
備
を
検
討
す

る
。
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
も
必
要
数
を
検
討
す
る
。
②

国
庫
負
担
は
25
％
の
確
実
な
交

付
な
ど
を
国
に
要
望
し
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
行
う
考
え
は
な
い
。
③
相

談
の
際
に
、
本
人
の
希
望
や
生

活
歴
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。
難

聴
と
認
知
症
の
関
係
に
つ
い
て

周
知
し
、
補
聴
器
助
成
の
拡
充

は
他
自
治
体
の
状
況
等
も
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。

く
。
③
北
斎
美
術
館
の
運
営

等
に
活
用
す
る
。
国
際
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
貸
付
金
は
償

還
計
画
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

み
づ
ら
い
地
域
で
の
集
中
検

査
、
感
染
者
が
拡
大
し
つ
つ

あ
る
所
へ
の
面
的
検
査
を
。

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
保
育

園
・
学
校
な
ど
を
社
会
的
検

査
の
対
象
と
し
、
全
額
公
費

負
担
に
。
③
医
療
機
関
の
減

収
補
て
ん
を
国
に
求
め
、
区
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